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を
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と
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一
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三

雑

報

〇
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
公
告
及
び
縦
覧
並
び
に
住
民
説
明
会
の
開
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三

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

大
崎
市
民
病
院
鹿
島
台

分
院

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字
東
要
害

二
十

平
成
三
十
一
年
二
月
十

四
日

平
成
三
十
四
年
二
月
十

三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
百
四
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

変
更
後
の
地
域

　

別
冊
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
石
巻
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
区
域

三　

縦
覧
場
所

　

 　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
石
巻
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）、
東
松
島
市
役
所
（
復
興
政
策
部
復

興
都
市
計
画
課
）、
女
川
町
役
場
（
復
興
推
進
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
ま
で

五　

注
意
事
項
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意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
石
巻
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化
区
域
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

東
松
島
市　

あ
お
い
二
丁
目
及
び
あ
お
い
三
丁
目
の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
お
い
一
丁
目
、
矢
本
字
作
田
浦
、
大
曲
字
堰
の
内
南
、
牛
網
字
駅
前
東
、
同
字
関
下
、
同
字
雉

子
抓
、
野
蒜
ケ
丘
一
丁
目
、
野
蒜
ケ
丘
二
丁
目
、
野
蒜
ケ
丘
三
丁
目
、
小
松
字
上
浮
足
、
同
字
谷

地
、
同
字
梅
掘
及
び
同
字
向
田
の
各
一
部

　
　
　

女
川
町　
　

女
川
浜
字
日
蕨
及
び
小
乗
浜
字
小
乗
の
各
一
部

三　

縦
覧
場
所

　

 　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
東
松
島
市
役
所
（
復
興
政
策
部
復
興
都
市
計
画
課
）、
女
川
町
役
場
（
復
興

推
進
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
石
巻
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
臨
港
地
区

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

石
巻
市　

南
光
町
及
び
雲
雀
野
町
一
丁
目
の
各
一
部

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
石
巻
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
二
号

　

名
取
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
三
号

　

名
取
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

閖
上
地
区
計
画
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二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
千
二
十
五
番
一
、
千
二
十
五

番
二
、
千
二
十
五
番
三
、
千
二
十
五
番
四
、
千
二
十
六
番

一
、
千
二
十
六
番
二
、
千
二
十
六
番
三
、
千
二
十
六
番
四
、

千
二
十
六
番
五
、
千
三
十
番
、
千
三
十
一
番
一
、
千
三
十

一
番
二
、
千
三
十
二
番
一
、
千
三
十
二
番
二
、
千
三
十
四

番
一
、
千
三
十
四
番
二
、
千
七
十
七
番
、
千
七
十
八
番
、

千
七
十
九
番
、
千
八
十
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
富
士
見
二
丁
目
八
番
八
号

 
住
宅
情
報
館
株
式
会
社　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
大
曲
字
上
納
前
三
十
三
番
一
、
三
十
四
番
の

各
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

石
巻
市
須
江
字
大
谷
地
四
十
六
番
地
一

 

志
賀
建
設
工
業
株
式
会
社　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

　

文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る

文
化
財
を
宮
城
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

種　

別

名　
　

称

員
数

構
造
及
び
形
式

所　

在　

地

所
有
者

有
形
文
化
財

（
建
造
物
）

竹
駒
神
社
唐
門

一
棟

一
間
一
戸
四
脚
向
唐
門
、

屋
根
銅
板
葺
、

梁
行
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、

桁
行
五
・
四
メ
ー
ト
ル

岩
沼
市
稲
荷
町

竹
駒
神
社

有
形
文
化
財

（
建
造
物
）

箟
峯
寺
観
音
堂

一
棟

正
面
五
間
、
奥
行
六
間
、

屋
根
銅
板
葺
、

正
面
三
間
向
拝
付

遠
田
郡
涌
谷
町
箟
岳
字

神
楽
岡

箟
峯
寺

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
八
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　

中
井
老
人
憩
の
家
の
項
中
「
同　
　

市
唐
桑
町
中
井
三
〇
番
地
」
を
「
同　
　

市
唐
桑
町
中
井
三
〇
番
地
二
」
に
、

中
集
会
所
の
項
中
「
同　
　

市
唐
桑
町
字
中
九
八
番
地
二
」
を
「
同　
　

市
唐
桑
町
中
九
八
番
地
五
」
に
、
石
浜
集
会

所
の
項
中
「
同　
　

市
唐
桑
町
高
石
浜
一
七
六
番
地
四
」
を
「
同　
　

市
唐
桑
町
高
石
浜
一
七
六
番
地
三
」
に
、
館
老

人
憩
の
家
の
項
中
「
館
老
人
憩
の
家
」
を
「
舘
老
人
憩
の
家
」
に
、「
同　
　

市
唐
桑
町
岩
井
沢
一
〇
四
番
地
三
」
を
「
同

　
　

市
唐
桑
町
岩
井
沢
一
〇
三
番
地
四
」
に
、
本
吉
馬
籠
林
業
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
同　
　

市
本
吉
町
向
畑
一
四
番
地
」

を
「
同　
　

市
本
吉
町
向
畑
一
一
番
地
三
」
に
、
本
吉
中
郷
会
館
の
項
中
「
同　
　

市
本
吉
町
洞
沢
一
三
八
番
地
二
」

を
「
同　
　

市
本
吉
町
洞
沢
一
三
八
番
地
二
八
」
に
、
利
府
町
ふ
る
さ
と
創
生
館
の
項
中
「
宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
町

浦
一
番
地
の
一
」
を
「
宮
城
郡
利
府
町
中
央
二
丁
目
一
一
番
地
二
」
に
改
め
る
。

雑

報

〇
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社
代
表
社
員
長
谷
部
剛
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、（
仮
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称
）
ア
マ
テ
ラ
ス
白
石
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
作
成
し
た
の
で
、
条
例
第

十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
本
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
条
例
第
十

六
条
の
規
定
に
よ
り
、
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

 

ア
マ
テ
ラ
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社　
　
　
　
　
　
　
　

 

代
表
社
員　
　

長 

谷 

部　
　
　
　
　

剛　
　
　

一　

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

１　

名
称　

ア
マ
テ
ラ
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社

　

２　

代
表
者　

代
表
社
員　

長
谷
部　

剛

　

３　

所
在
地　

東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
二
丁
目
二
八
番
四
号　

日
本
橋
Ｃ
Ｅ
Ｔ
ビ
ル

二　

対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

　

１　

名
称　

（
仮
称
）
ア
マ
テ
ラ
ス
白
石
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
建
設
事
業

　

２　

種
類　

条
例
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
第
一
種
事
業
（
工
場
・
事
業
場
用
地
造
成
事
業
）

　

３　

規
模　

四
〇
一
・
八　

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
発
電
規
模　

百
三
十
五
・
四
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）

三　

対
象
事
業
実
施
区
域

　

 　

宮
城
県
白
石
市
福
岡
深
谷
字
下
駄
小
屋
沢
、
同
字
五
郎
代
山
、
同
字
高
萩
、
同
字
山
神
堂
峯
、
同
字
出
合
森
、
同

字
即
安
、
同
字
東
沢
、
同
字
芳
ケ
沢
山
、
同
字
名
無
沢

四　

環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
の
範
囲

　
　

宮
城
県
白
石
市
、
宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町

五　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
要
約
書
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

　

１　

縦
覧
場
所

　
　
　

宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課

　
　
　

白
石
市
企
画
情
報
課

　
　
　

蔵
王
町
役
場
二
階
閲
覧
台

　

２　

縦
覧
期
間

　
　
　

自　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　

至　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
四
日
（
木
）

　
　
　

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

　

３　

縦
覧
時
間　

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

六　

意
見
書
の
提
出

　

 　

本
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
は
、
事
業
者
に
対
し
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１　

提
出
期
限　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

　

２　

提
出
先

　
　

 　

〒
一
〇
三－

〇
〇
〇
四　

東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
二
丁
目
二
八
番
四
号　

日
本
橋
Ｃ
Ｅ
Ｔ
ビ
ル　

ア
マ
テ
ラ

ス
・
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社

　

３　

提
出
方
法　

次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
郵
送
す
る
か
縦
覧
場
所
の
意
見
箱
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

㈠ 　

意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表

者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

　
　

㈡　

意
見
書
の
提
出
の
対
象
で
あ
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
名
称

　
　

㈢　

本
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

七　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
説
明
会
を
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所

　

１　

平
成
三
十
一
年
三
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

　
　
　

白
石
市
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室
（
白
石
市
字
寺
屋
敷
前
二
十
五
番
地
六
）

　

２　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

　
　
　

蔵
王
文
化
会
館　

第
一
・
二
研
修
室
（
蔵
王
町
大
字
円
田
字
西
浦
五
）


